
   

 

 
 
「信楽等甲賀・湖南方面の医療と歴史・文化を学ぶ」と題し、３月１８日（月）～１９日（火）の春季休業期間を利用してＮＰＯ法人滋賀医療人育成協力機構と協同で宿泊研修を実施しました。里親登録学生を含

めた本学学生７名と自治医科大学の学生１名を始めとして、担当教職員を含めて総勢１５名での研修となりました。
 
 

 

 

 

  

 
 

 

                       

 

 

 

  

 

 

 

 

 

        

2013/3/18（月）・19（火） 

       

甲賀信楽方面へはなかな

か個人的には行くことが

なく、とても楽しく研修で

きました。特に貴重な経験

だったのは、オープン前の

甲賀病院を見学できたこ

とです。新しい病院の、ス

タッフの意見を取り入れ

た工夫や最新の機械につ

いて、詳しく教えていただ

くこともできました。 

〈医学科 ２年〉 

 

甲西リハビリ病院で

の慢性期治療を学ん

だ後、信楽中央病院

での地域医療、また

甲賀病院での急性期

治療と慢性期への移

行と一連の地域連携

の形を学ぶことが出

来、大変有意義な研

修となりました。 

〈医学科 ３年〉 

 

訪問看護ステ

ーションの駒

井先生のなぜ

地域医療に携

わるようにな

ったかのお話

に心を打たれ

ました。〈医学

科 ２年〉 

 

地域を支えている病院に行く

のは今回２度目なのですが、

病院で抱えている大きな問題

はやはり同じであり、医者不

足、経営の赤字、高齢患者の

増加、こういったことについ

て真剣に考えることなど学生

の間はあまりないので非常に

いい機会であったと思いま

す。〈医学科 ２年〉 

 

今回訪れた甲賀市・湖南市は滋

賀県出身でありながらほとん

ど足を踏み入れたことのない

土地でしたが、自然あり、歴史

あり、そして文化・産業の栄え

た非常に魅力的なところだと

感じました。 

〈医学科 ３年〉 

 

１日目 旧甲南町・水口町の見学とリハビリテーション病院を訪問 

    夜は、地域の先生にご講演いただいたり、地域の方々との 

    交流会を実施 

 

２日目 旧信楽町を見学 滋賀県最南端の出張診療所を訪問、 

    甲賀地域の中核病院である甲賀病院の見学を実施 
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〔第１部〕みなくち訪問看護ステーション 

統括所長・認定訪問看護師の駒井和子氏から

は「訪問看護について」、また、信楽中央病院 

中島恭二院長先生からは「小病院は連携を力

に地域医療を支えよう」と題して、ご講演を

いただきました。 

〔第２部〕研修先の先生方や里親・プチ里親

など１５名の方々に、それぞれのお立場から

ご意見をいただくなど、情報交換や交流の場

となりました。 

甲賀市立信楽中央病院
（ 説 明 ・ 見 学 ） 

 
事務長より病院の概要説明の

後、滋賀県最南端にある出張診

療所（多羅尾診療所）を見学さ

せていただきました。 

公 立 甲 賀 病 院 
（ 説 明 ・ 見 学 ） 

 

２班に分かれて院内を見学。 

３年生は合同カンファレンスに参加さ

せていただきました。その後、４月より

開院される新病院を見学させていただ

きました。 

実際に医療の現場で働

く先生方の話を聞けた

ことも本当に良かった

です。地域医療の現場

で生と死と真正面から

向き合う先生方の姿に

将来なりたい医師像と

いうものを見たように

思いました。 

〈医学科 １年〉 

地域里親学生支援のホームページ

（http://satooya.shiga-med.ac.jp/）をご覧ください！ 

学生の感想文より 

宿

舎 甲西リハビリ病院 

（説明・見学） 

 
院長から「リハビリテ
ーションの現状と地
域が抱える問題」と題
してご講演をいただ
いた後、院内の施設を
見学させていただき
ました。 

 

 

宿泊研修の参加は今回で３回目

になります。私は大阪出身なの

で、宿泊研修はとても有難い企

画だと思っています。普段はな

かなか行けない滋賀のいろいろ

な地域を回っていただけるの

で、卒業までに滋賀のすべての

地域を回れればと思って参加し

ています。〈医学科 ２年〉 

 

 

研修の様子は里親ＨＰにも

掲載しています！！ 
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里親研修旅行は訪れる場所によって、毎回異

なった体験が出来ます。そしてそのどれもが、

其々の地域を支える医療の現状を私に教えて

くれます。〈医学科 ３年〉 

 

 

 

 

http://satooya.shiga-med.ac.jp/

